
側 面 図

平 面 図

S=1:100神西橋　補修一般図

3700

350 3000 350

3
0
0

1
2
0
0

1
1
0

850 2000 850

橋長30000

A1 A2

A1 A2

7
3
5
9

上部工断面図 S=1:50

伸縮装置取換工
伸縮装置

伸縮装置取換工
伸縮装置

防護柵
ボルト設置工

路面
床版防水工
舗装打替工

塗替え塗装工
支承

部材取換工
排水管

部材取換工
排水管

塗替え塗装工
支承

ボルト設置工
主桁

断面修復工
地覆下面

塗替え塗装工
主桁・横桁・下横構・排水管

断面修復工
床版

表面保護工
ひびわれ注入工

路面
床版防水工
舗装打替工

防護柵
ボルト設置工

防護柵
ボルト設置工

断面修復工
床版

ひびわれ注入工

断面修復工
地覆下面

塗替え塗装工
主桁・横桁・下横構・排水管

ボルト設置工
主桁

塗替え塗装工
支承

伸縮装置取換工
伸縮装置

伸縮装置取換工
伸縮装置

路面
床版防水工
舗装打替工

断面修復工
地覆下面

断面修復工
床版

表面保護工
ひびわれ注入工

塗替え塗装工
主桁・横桁・下横構・排水管

ボルト設置工
主桁

床版・地覆
表面保護工

桁長2990050 50

橋長30000

桁長2990050 50

地覆
表面保護工

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

1

9

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号
神西橋橋梁修繕工事

図 示

町道栗木神西線

高岡郡 四万十町 窪川中津川

補修一般図

実施設計

四万十町



損 傷 図 S=1:50

剥離・鉄筋露出

損傷の種類 表　示

ひびわれ

変形・欠損

漏水・遊離石灰

損傷の凡例

う　　き

腐　　食

そ の 他

桁 下 面

A1 A2

写真番号：64

Gf0101

写真番号：65

③ゆるみ・脱落-e
Gf0101

写真番号：63

⑤防食機能の劣化-e
Gf0101
③ゆるみ・脱落-e

写真番号：67

Gf0201
③ゆるみ・脱落-e

Gf0201

写真番号：66

⑤防食機能の劣化-e

橋　面

A1 A2

100×100×10

0.2/1300

50×50×10 100×200×20

50×50×5
400×400 0.2/300 200×200 50×50×5(3ヶ所)

100×200×10

150×200×10
100×100×10

150×150×20

50×100×10 50×200×20

50×150×5 50×150×5

0.3/800

50×500

0.3/700

0.3/400

0.4/800

0.2/500
0.2/600

50×100×10

0.3/400 0.3/600
0.3/200

50×200×10

0.3/4000.3/800

200×200×10100×150×10150×150×10
100×150×10
100×150×10

100×150×10
100×100×10 0.3/500

50×100×10

写真番号：2

Mg0104

①腐食-c

写真番号：25

Ds0101
⑰その他-e[分類6]

Mg0105

③ゆるみ・脱落-e

写真番号：3

写真番号：22

Ds0101
⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：23

Ds0101
⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：24

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0101
⑧漏水・遊離石灰-c

写真番号：27

Ds0101
⑪床版ひびわれ-d

写真番号：28

Ds0101

⑫うき-e

写真番号：38

Ds0203
⑦剥離・鉄筋露出-d

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：30

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：29

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：32

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：31

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：33

Ds0101
①腐食-d
⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Bh0101
①腐食-d

写真番号：54

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Bh0201
①腐食-d

写真番号：56

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Bh0102
①腐食-d

写真番号：55

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Bh0202
①腐食-d

写真番号：57

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

写真番号：53

Ds0301
⑦剥離・鉄筋露出-d

Ds0301
⑧漏水・遊離石灰-c

写真番号：44

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：45

Ds0206
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：46

Ds0206
⑰その他-e[分類6]

100×100×10
20×50×5

写真番号：42

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：43

Ds0204
⑪床版ひびわれ-e

Ds0204

写真番号：39

Ds0203
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：40

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0203

写真番号：37

Ds0202
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：35

Ds0202
⑫うき-e

写真番号：34

Ds0201
⑪床版ひびわれ-d

Ds0301
①腐食-d

写真番号：47

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

写真番号：48

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：49

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：51

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：50

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：1

Mg0103

①腐食-c

Mg0106

①腐食-c

写真番号：4

Mg0205
①腐食-c

写真番号：10

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Mg0204
①腐食-c

写真番号：9

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Mg0203
①腐食-c

写真番号：8

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

写真番号：36

Ds0202
⑦剥離・鉄筋露出-d

Mg0202
①腐食-d

写真番号：6,7

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Mg0201
①腐食-c

写真番号：5

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

横桁はすべて
①腐食-c
⑤防食機能の劣化-e[分類1]

下横構はすべて

①腐食-c
⑤防食機能の劣化-e[分類1]

(写真12～15)

(写真16～21)

写真番号：41

Ds0203
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：62

⑦剥離・鉄筋露出-d
Fg0201

100×100×10

排水管はすべて

①腐食-d
⑤防食機能の劣化-e[分類1]

(写真58～61)

Mg0206
①腐食-c

写真番号：11

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

Ds0206

Ds0101

Ds0101 Ds0101

Fg0101
Ds0101

⑤防食機能の劣化-e[分類1]⑤防食機能の劣化-e[分類1]

⑤防食機能の劣化-e[分類1]

①腐食-c

⑤防食機能の劣化-e[分類1]写真番号：26

⑫うき-e

写真番号：52

⑪床版ひびわれ-e

Ds0101

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

2

9

損傷図

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

1:50

神西橋橋梁修繕工事



補 修 図(その１) S=1:50

剥離・鉄筋露出

損傷の種類 表　示

ひびわれ

変形・欠損

漏水・遊離石灰

損傷の凡例

う　　き

腐　　食

そ の 他

桁 下 面

A1 A2

100×100×10

50×50×10
100×200×20

50×50×5
400×400

200×200 50×50×5(3ヶ所)

100×200×10

150×200×10
100×100×10

150×150×20

50×100×10 50×200×20

50×150×5 50×150×5
50×500

50×100×10 50×200×10

200×200×10100×150×10150×150×10
100×150×10
100×150×10

100×150×10
100×100×10

50×100×10

写真番号：25

Ds0101
⑰その他-e[分類6]

写真番号：22

Ds0101
⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：23

Ds0101
⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：24

⑦剥離・鉄筋露出-d Ds0101

写真番号：28

Ds0101

写真番号：38

Ds0203
⑦剥離・鉄筋露出-d

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：30

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：29

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：32

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：31

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：53

Ds0301
⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：44

⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：46

Ds0206
⑰その他-e[分類6]

100×100×10
20×50×5

写真番号：42

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0204

写真番号：40

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0203

写真番号：35

Ds0202
⑫うき-e

写真番号：48

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：49

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：51

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：50

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0301

写真番号：36

Ds0202
⑦剥離・鉄筋露出-d

写真番号：62

⑦剥離・鉄筋露出-d
Fg0201

100×100×10

Ds0206

Ds0101

Ds0101 Ds0101

Fg0101

写真番号：26

⑫うき-e

Ds0101

0.160 0.00321 400 400 20

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

× ×

・断面修復工 (ケレンなし)

【うき】　Ds0101

0.025 0.00051 50 500 20

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

× ×

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

【施工不良】　Ds0101

0.200 0.0040

0.025 0.0005

0.090 0.00181 300 300 20× ×

0.040 0.00082 200 200 20× ×

【うき】　Ds0202

0.090 0.0018

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

【施工不良】　Ds0206

0.090 0.00181 300 300 20× ×

0.090 0.0018

× × 0.003 0.0001

0.123 0.0043

1 50 50 30

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

× × 0.010 0.00032 100 100 30

× × 0.020 0.00083 100 200 40

【剥離・鉄筋露出】　Ds0101

・断面修復工 (ケレン有り)

× × 0.003 0.00014 50 50 25

× × 0.010 0.00035 100 100 30

× × 0.005 0.00026 50 100 30

× × 0.023 0.00097 150 150 40

× × 0.003 0.00018 50 50 25

× × 0.003 0.00019 50 50 25

× × 0.003 0.000110 50 50 25

× × 0.030 0.000911 150 200 30

× × 0.010 0.000412 50 200 40

× × 0.008 0.0002

0.016

1 50 150 25

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

× × 0.0082 50 150 25

【剥離・鉄筋露出】　Ds0202

× × 0.001 0.0001

0.012 0.0005

1 20 50 25

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

× × 0.001 0.00012 20 50 25

【剥離・鉄筋露出】　Ds0203

× × 0.010 0.00033 100 100 30

0.005 0.00021 50 100 30

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

【剥離・鉄筋露出】　Fg0101

× ×

0.005 0.0002

0.010 0.00031 50 200 30

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

【剥離・鉄筋露出】　Fg0201

× ×

0.010 0.0003

× × 0.015 0.0005

0.138 0.0044

1 100 150 30

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

× × 0.015 0.00052 100 150

× × 0.023 0.00073 150 150

【剥離・鉄筋露出】　Ds0301

× × 0.015 0.00054 100 150

× × 0.040 0.00125 200 200

× × 0.015 0.00056 150 100

× × 0.010 0.00037 100 100

× × 0.005 0.00028 50 100

0.020 0.00061 100 200 30

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

【剥離・鉄筋露出】　Ds0204

× ×

0.020 0.0006

0.010 0.00031 100 100 30

番号
(mm)

寸法(１箇所あたり)

(m3)

面積 体積

(m2)

合　計

【剥離・鉄筋露出】　Ds0206

× ×

0.010 0.0003

コンクリート補修工構造図

鉄筋防錆材

エポキシ樹脂系プライマー塗布

（剥離・鉄筋露出，うき, 施工不良）

断面修復詳細図

断面復旧材（ポリマーセメントモルタル）
（鉄筋露出のみ）

※上部工の断面修復工は、再劣化が生じた場合に目視で　

　確認できるように顔料を混合したものとする。

フェザーエッジとならない処理を実施

写真番号：31

⑦剥離・鉄筋露出-d
Ds0101

写真番号：28

Ds0101
⑫うき-e

0.0002

0.0004

30

30

30

30

30

30

30

20×50×5

300×300

300×300

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

3

9

補修図（その1）

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

1:50

神西橋橋梁修繕工事



補 修 図(その２) S=1:50

0.30

0.20 0.30

【床版ひびわれ】　Ds0101

番号 幅(mm) 延長(m)

合　計

・ひびわれ注入工

1

2.60

0.20 1.30

【床版ひびわれ】　Ds0201

番号 幅(mm) 延長(m)

合　計

1

0.20 1.302

0.80

0.30 0.80

【床版ひびわれ】　Ds0202

番号 幅(mm) 延長(m)

合　計

1

3.00

0.20 0.50

【床版ひびわれ】　Ds0203

番号 幅(mm) 延長(m)

合　計

1

0.40 0.802

0.20 0.603

0.30 0.404

0.30 0.705

1.20

0.30 0.40

【床版ひびわれ】　Ds0204

番号 幅(mm) 延長(m)

合　計

1

0.30 0.602

0.30 0.203

1.20

0.30 0.40

【床版ひびわれ】　Ds0206

番号 幅(mm) 延長(m)

合　計

1

0.30 0.802

0.50

0.30 0.50

【床版ひびわれ】　Ds0301

番号 幅(mm) 延長(m)

合　計

1

剥離・鉄筋露出

損傷の種類 表　示

ひびわれ

変形・欠損

漏水・遊離石灰

損傷の凡例

う　　き

腐　　食

そ の 他

桁 下 面

A1 A2

0.2/1300

0.2/300

0.3/800

0.3/700

0.3/400

0.4/800

0.2/500
0.2/600 0.3/400 0.3/600

0.3/200
0.3/4000.3/800

0.3/500

写真番号：27

Ds0101
⑪床版ひびわれ-d

Ds0301

写真番号：45

Ds0206
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：43

Ds0204
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：39

Ds0203
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：37

Ds0202
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：34

Ds0201
⑪床版ひびわれ-d

写真番号：41

Ds0203
⑪床版ひびわれ-e

写真番号：52

⑪床版ひびわれ-e

コンクリート補修工構造図

インジェクター

エポキシ樹脂系シール材

取付パイプ

（ひび割れ幅：0.2mm以上）
ひび割れ注入詳細図

エポキシ樹脂系注入材

3700

350 3000 350

3
0
0

1
2
0
0

1
1
0

850 2000 850

断 面 図

桁長=29.900m

表面保護工 A=108.60m2
(ケイ酸ナトリウム系含浸材塗付)

床版・地覆

0.2/1300

(低粘度 1種)

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

4

9

インジェクター配置間隔（メーカーカタログより）
・0.2mm以下：150～250mm
・0.2mm以上：250～300mm

補修図（その2）

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

1:50

神西橋橋梁修繕工事



鋼 材 面

（アースコート防錆塗装）

舗装構成図

素地調整程度３種ケレン（支承部は２種ケレン）

表面処理：EARTHCOAT防錆前処理剤(脱脂材兼用防錆被膜処理材） 40g/m2

下塗り１：EARTHCOAT防錆塗料（変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗) 100g/m2

下塗り２：EARTHCOAT防錆塗料（変性エポキシ樹脂系特殊塗料下塗) 100g/m2

中塗り：EARTHCOAT防錆中塗Ｆ(弱溶剤形フッ素樹脂塗料用中塗) 140g/m2

上塗り：EARTHCOAT防錆上塗Ｆ(弱溶剤形フッ素樹脂塗料上塗) 120g/m2

桁長 = 29900

395065042506001100060042506503950

29900

桁長 = 29900

395065040002001230020040006503950

Web.PL：1150×t×29900

L.Flg：250×t×4275L.Flg：350×t×4425L.Flg：380×t×12500L.Flg：350×t×4425L.Flg：250×t×4275

U.Flg：250×t×4275U.Flg：350×t×4425U.Flg：380×t×12500U.Flg：350×t×4425U.Flg：250×t×4275

V.Stff： 4-100×t×1150
V.Stff：23- 95×t×1150

56-H.T.B-M22 56-H.T.B-M22

20-H.T.B-M2220-H.T.B-M22

24 - H.T.B M22

 4 - L 130×130×9×4900
 8 - L 130×130×9×2280

10 - Gas.PL 250×t×960 (net95%)
80 - H.T.B M22

 4 - Gas.PL 290×t×790 (net79%) 2 - Gas.PL 290×t×790 (net79%)

 2 - L 130×130×9×4650
 4 - L 130×130×9×2160

12 - H.T.B M22

 4 - Gas.PL 250×t×470 (net96%)
20 - H.T.B M22

495050005000500050004950

4750 2004750200

主　桁

平 面 図

A1 A2

支  承
(n=2×2＝4)

※ 支承形式は死荷重反力の試算より類似する
　 標準設計の形式より推定した。

　　　　　LB-102(Mov-R30-e20) A=0.24 m2
塗装面積　LB-101(Fix-R30)     A=0.28 m2

14 - H.T.B M22

 2 - L 75×75×9×920
 1 - L 90×90×10×1770
 2 - Gass.PL 320×t×350

 1 - Gass.PL 210×t×400

 1 - C 200×90×8×13.5×1730

 2 - Gass.PL 240×t×330 (net80%)

φ165.2

12
00

 4 - φ165.2×1500

排水管は取換え後に塗装を行う

端 横 桁
(n=2)

S=1:20

12- H.T.B M22

 2 - L 90×90×10×1770
 2 - L 75×75×9×990
 2 - Gass.PL 240×t×240

 2 - Gass.PL 210×t×400
 2 - Gass.PL 240×t×330 (net80%)

中間横桁
(n=5)

S=1:20

28-H.T.B-M22 28-H.T.B-M22

補 修 図(その３) S=1:50

塗替え塗装工

25
0

35
0

38
0

35
0

25
0

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

5
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・PCB含有塗膜の処理作業は，各種の関連法令に準拠して作業を行うこと。

　した構造とすること。

・塗膜の剥離環境は，関連法令に準拠して周辺に飛散しないような密閉

・塗膜の剥離作業は，関連法令に準拠してPCB汚染物質および剥離剤に含有

　する有害物質にばく露しないように防護服等十分な装備を装着すること。

重点事項）

・塗膜剥離の作業中は，関連法令に準拠して強制排気を行い，労働環境に

　は十分配慮すること。

・作業員の作業場からの退出時はセキュリティールームにおいてエア洗浄

　し，汚染物質を外部に持ち出さない様に留意すること。

・汚染物質は関連法令に準拠して，許可業者により回収・運搬・処理を行

　うこと。

注) 1.既設塗膜に有害物質(PCB)が含まれることが判明しているため，安全基準を遵守して

      剥離剤を用いた剥離工法を併用する。

    2.素地調整は、塗膜剥離作業でも活膜が残るような場合は、2種ケレンとすること。

補修図（その3）

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

図 示

神西橋橋梁修繕工事



補 修 図(その４) S=1:50

ボルト設置工・排水管取換工・支承防錆工

29900

Web.PL：1150×t×29900

 ボルト交換

※ ボルト形状は現地計測後に決定すること。

2 - HTB M22×70 (2W,Nut)  (F10T)

ボルト設置工（主桁添接部）

 ボルト設置

ボルト設置工（防護柵支柱）

φ165.2

20
0程

度

15
00

 既設排水桝
 既設ボルト穴に合わせてボルト締結

排水管取換工

※ 計上寸法は現地計測後に決定すること。

4 - φ165.2×1500 (STK400)
8 - Bolt  M16×20

3 - M20 (Nut.Washer )

※ ナット形状は現地計測後に決定すること。

S=1:20

A1 A2

A1 A2

 ボルト設置

 ボルト設置

n=4

(全体数量)

※ 計上寸法は現地計測後に決定すること。

支承防水工

n=4

 無収縮モルタル

 チッピング t=10mm

 鋼製支承 A=0.088(m2)　

34
0

520

50

20

S=1:10

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名
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補修図（その4）

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

図 示

神西橋橋梁修繕工事



床版防水工・舗装工

橋　長 = 30000

50桁　長 = 2990050

平 面 図

 超薄層舗装(サーフトリートDN工法)  表面保護(サーフトリートDN工法)

11
0

3000

3700

350 350
30

0
12

00

2000850 850

 表面保護(サーフトリートDN工法)

 超薄層舗装(サーフトリートDN工法)

 HQトップAU（0.2kg/m2）

 HQプライマー（0.3～0.5kg/m2）

既設地覆

    発注者と協議の上，路面排水管の追加等の対策を必要に応じて実施すること。
注) 完全非排水舗装のため，舗装完了後に横断勾配及び縦断勾配の状況によって橋面の水はけが悪い場合は

 HQプライマー（0.3～0.5kg/m2）

 5号珪砂（0.7kg/m2）

 サーフトリート（1.5～2.0kg/m2）

 断面修復（ロメンパッチ材）

 ※ 路面に凹凸がある場合

既設コンクリート舗装

舗装構成図

断 面 図

施工手順（標準）

完　　成

サーフトリート塗布

浸透系防水剤塗布

マスキング

乾　　燥

路面洗浄

路面凹凸修復(ロメンパッチ) ※ 状況に応じて

A1 A2

補 修 図(その５) S=1:50

S=1:25

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

7
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補修図（その5）

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

図 示

神西橋橋梁修繕工事



断 面 図 S=1:30

伸縮継手断面図 S=1:5

ブロフジョイントNx型-30用

車道部

シール材充填図

50

20

シール材

プライマー塗布

バックアップ材

S=1:3

シリコン系シール材

車道用

備  考材  質名        称

伸縮継手材料表

地覆部

コンクリートアンカー D16用

超速硬コンクリート

Ａ１数量 合　　計

リッター0.66

m30.210 m30.420

本48 本96

Ａ２数量

m30.210

m3.040

注）伸縮継手長を含む各寸法および数量は現地測量後決定すること。

SD345
SS400 合成ゴムブロフジョイントNx型-20用 m3.040

リッター0.66 リッター1.32

本48

配 置 図

1520 1520

90
°

車道用
SD345
SS400 合成ゴム

m3.040

ブロフジョイントNx型-30用 m3.040

シール材 シール材

330

3040

330

ブロフジョイントNｘ型-20用

ブロフジョイントNx型-20用

車道部

A1

S=1:100

A2

3700

350 3503000

A1 A2

橋長30000

桁長2990050 50

350

橋台側
50

25076～96250

10
0 90

D
19

350

桁側

80150 80 150

型

枠

材

1252～7212

10
0

通し筋 D16

SD345

現場接合 超速硬コンクリート

350

橋台側
50

250 86～116 250

10
090

D
19

350

桁側

80 15080150

型

枠

材

12 62～92 12

10
0

超速硬コンクリート

通し筋 D16

SD345

現場接合

150ctc250

コンクリートアンカー D16用

ctc250

コンクリートアンカー D16用

シール材

ブロフジョイントNｘ型-30用

車道用 車道用

通し筋 SD345 m12.000 m12.000 m24.000 D16

シール材

35
0

35
0

30
00

37
00

35
0

30
00

35
0

37
00

M F

A1 A2

2020

補 修 図(その６)
伸縮継手詳細図（参考図）

平 面 図 S=1:30

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

8
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補修図（その6）

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

図 示

神西橋橋梁修繕工事



補 修 図(その７) S=1:100

足 場 工（参考図）

側 面 図

平 面 図

橋長30000

A1

A2

A1 A2

桁長2990050 50

橋長30000

桁長2990050 50

上部工断面図 S=1:50

足
場

幅
=
4
0
0
0

吊り足場延長=27600

吊り足場延長=29900

3
7
0
0

3
5
0

3
0
0
0

3
5
0

吊り足場延長=27600

吊り足場延長=29900

Q(施工時)=280m3/sec

施工時水位　249.588

3
0
7
0
≧

8
0
0

最深河床高 ▽246.00

注意事項）

　こと。

・地形形状は推定を含むため，単管足場等の計画は現地計測の後に行う

・単管足場による施設ヤードを提案しているが，密閉空間で移動できれ

　ばセキュリティールームは，地上に設置しても良い。

・負圧集塵機は，送風滞留を考慮して足場入り口と対角位置に設置する。

　負圧集塵機は足場内に設置するが，燃料発電機は足場外に設置すること。

・単管足場は，擁壁にアンカーを取って転倒しない様に固定すること。

・PCB含有塗膜の処理作業は，各種の関連法令に準拠して作業を行うこと。

　した構造とすること。

・塗膜の剥離環境は，関連法令に準拠して周辺に飛散しないような密閉

・塗膜の剥離作業は，関連法令に準拠してPCB汚染物質および剥離剤に含有

　する有害物質にばく露しないように防護服等十分な装備を装着すること。

重点事項）

・塗膜剥離の作業中は，関連法令に準拠して強制排気を行い，労働環境に

　は十分配慮すること。

・作業員の作業場からの退出時はセキュリティールームにおいてエア洗浄

　し，汚染物質を外部に持ち出さない様に留意すること。

・汚染物質は関連法令に準拠して，許可業者により回収・運搬・処理を行

　うこと。

 出入口

 ファスナー式シート

 スチールパイプ

脱衣室前室 洗浄室

 出入口

 ファスナー式シート

 出入口

 ファスナー式シート

 エアシャワー

作業場(足場方向) 外部

 脱衣ボックス

洗浄室

脱衣室前室作業場(足場方向)

 脱衣ボックス

外部

 エアシャワー

 出入口

 ファスナー式シート

 出入口

 ファスナー式シート

 スチールパイプ

セキュリティールーム参考図 S=1:50

正 面 図側 面 図 平 面 図

4500

1500 1500 1500

2
0
0
0

1500

2
0
0
0

4500

1500 1500 1500

1
5
0
0

 足場板 おやご  剥離剤用養生シート(難燃性)

 防炎シート

 ころばし

板張防護

剥離剤用養生シート(難燃性)

建地

 やらず

6
0
0

1
5
0
0

吊り足場幅 = 4000

2000

1
0
0
0

板張り防護(天井) 負圧集塵機

 板張り防護

 板張り防護

2
5
0
0

2000

傾斜単管足場延長 = 8000

2
0
0
0

 セキュリティールーム

傾斜単管足場延長 = 8000

板張り防護(天井)

 板張り防護(天井)

350 3000 350

3700

S=1:50断面図（拡幅部）

 足場板 おやご  剥離剤用養生シート(難燃性)
 防炎シート

 ころばし

板張防護

剥離剤用養生シート(難燃性)

建地

吊り足場幅 = 4000

350 3000 350

3700

 板張り防護(天井)

 負圧集塵機

傾斜単管足場幅 = 2000

図面名称

工事箇所

設計種別

事務所名
図 面

番 号

縮 尺

工事種別

会 社 名

四　万　十　町

路 線 名

9

9

単管傾斜足場
A=14.3掛m2

 拡幅=2500

下流・終点側
 拡幅=1000

上流・起点部

図 示補修図（その7）

高岡郡 四万十町 窪川中津川

実施設計

四万十町

令和7年度（6繰）道メ補第2-1-1号

町道栗木神西線

神西橋橋梁修繕工事

シート張防護

シート張防護

床面シート張防護

床面シート張防護
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